
鹿野図書室・鹿野学園図書室開放 運営協議資料

１．現状の課題
（１）鹿野図書室

 トレセンの開館と同時に開館してほしい、こじか園の迎え時に利用したいなど
・靴を脱ぐ必要がある。
・図書の管理がしづらい。
 不特定多数が出入りするロビーにあるので、盗難等の不安がある。

（２）鹿野学園図書室開放
・利用者数の減少。

・不審者等の不安。

２．改善（案）検討の方針
・将来も見据えた図書室開設場所の検討と併せて、運営を見直す。
・それまでは現状の運営を維持する。

３．改善（案）

・鹿野図書室の開設場所の比較検討

案 評価
トレセン玄関ホール

（現状）
評価

鹿野学園流沙川学舎
PC室

評価
鹿野町総合支所庁舎
空きスペース

面積 △ ４２㎡ ○
１００㎡
（学習スペース含む）

○
１Fﾎｰﾙ１００㎡
３F議場１５０㎡

階 ○ １階 ○ １階
○
△

１階
３階（EV要設置）

本の
管理

△
ロビーの一部を使用し
ており目が届かない

○ 管理しやすい ○
管理しやすい
３階は日焼けしない

人の
管理

△
事務室からは管理しに
くい

学校稼業中は誰でも校
内に入れてしまう

△
閉庁時に執務室に入れ
ないよう措置必要

寄り
やす
さ

◎
寄りやすい
特にこじか園通園者、
トレセン利用者

○
児童生徒、保護者は寄
りやすい

○
支所というイメージが
どうか。
靴を脱がなくてよい

職員
配置

○ 鹿の助に委託可能 △ 独自の配置が必要 ○ 支所職員と連携可能

経費 ◎ 現状維持 △
エアコン更新、光熱費
増

△
エアコン更新、光熱費
増

 一般利用は減少しており、バス待ち、スポ少前及び児童クラブ閉所後の居場所となってい
る。

 児童クラブが閉所した後は単身での勤務となり、不審者等に対する安全対策に不安がある。

・図書室開設場所の検討は、鹿野支所庁舎の改修内容を決める令和６年度中ごろに併せて、方
針を決定する。
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